
和歌山県公式観光サイトでは、紀伊路をはじめ熊野古道の
和歌山県主要ルートを紹介しています。全ページが PDF デー
タでダウンロードできる和歌山県街道マップを掲載しています。
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❹ 切
きりめ

目王子神社
（切目王子）

日高郡印南町西ノ地 328

「熊野九十九王子」の中
でも特に格式のある王子
社の一つである「五躰王
子」の一つ。幾多の文献
に名を残す。

古
の
風
情
が
色
濃
く
残
る
熊
野
古
道

日
高
広
域
観
光
振
興
協
議
会
ガ
イ
ド

林 

由
美
さ
ん

▶お問い合わせは
日高広域観光振興協議会 (0738-24-2911)まで
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❷ 【特産品】黒竹道
どうじょうじ

成寺

日高郡日高町原谷 1293
（有）金﨑竹材店

JR 和歌山駅JR 和歌山駅

JR 海南駅JR 海南駅

JR 紀伊由良駅JR 紀伊由良駅
JR 紀伊内原駅JR 紀伊内原駅

鹿ヶ瀬峠鹿ヶ瀬峠

千里の浜千里の浜

塩谷王子跡塩谷王子跡

JR 紀伊田辺駅JR 紀伊田辺駅

JR南部駅JR南部駅

JR 切目駅JR 切目駅

JR 御坊駅JR 御坊駅

日高郡日高川町鐘巻 1738

鹿ヶ瀬峠は、平安時代後期に有田から日高方面へ
抜ける近道として整備された。険しい峠だが頂上
部は平坦で、かつては茶屋が営まれていた。

熊
野
古
道
は
、
蘇
り
の
聖
地
「
熊
野
」
へ
と
続

く
信
仰
の
道
で
す
。
そ
の
中
で
も
紀
伊
路
及
び
中

辺
路
は
、
京
都
を
出
発
し
、
大
阪
・
田
辺
を
経

て
熊
野
三
山（
熊
野
本
宮
大
社
、熊
野
速
玉
大
社
、

熊
野
那
智
大
社
、
那
智
山
青
岸
渡
寺
）
を
目
指

す
、
熊
野
詣
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
な
っ
た
参
詣
道
。

そ
の
行
程
は
往
復
約
6
0
0
k
m
に
及
び
、
当

時
の
人
々
は
こ
の
長
く
険
し
い
道
の
り
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
祈
り
や
願
い
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、
お
よ
そ

20
日
か
ら
1
か
月
か
け
て
歩
い
た
とい
わ
れ
ま
す
。

熊
野
古
道
の
中
に
は
数
々
の
「
難
所
」
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
鹿し

し
が
せ
と
う
げ

ヶ
瀬
峠
は
、
そ
の
険
し

さ
か
ら
紀
伊
路
最
大
の
難
所
と
さ
れ
た
区
間
。
急

登
が
続
き
ま
す
が
、かつ
て
の
巡
礼
者
と
同
じ
よ
う

に
、
息
を
切
ら
し
な
が
ら
坂
道
を
登
り
、
峠
を
越

え
る
と
、
や
が
て
熊
野
古
道
に
現
存
す
る
最
長
の

石
畳
道
が
現
れ
ま
す
。
古
の
風
情
を
色
濃
く
残
す

道
を
心
静
か
に
歩
け
ば
、
当
時
の
巡
礼
者
の
息
づ

かい
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
ま
す
。

紀
伊
路
に
は
、
鹿
ヶ
瀬
峠
の
よ
う
に
今
も
変
わ

ら
ず
受
け
継
が
れ
て
い
る
景
観
や
、
王
子
な
ど
の

当
時
の
風
情
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
が
多
く
あ
り
、

歩
き
な
が
ら
そ
の
長
い
歴
史
に
自
然
と
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
街
か
ら
街
へ
と
峠
を
越

え
な
が
ら
田
辺
を
目
指
す
歩
き
方
は
、
深
い
山

の
中
を
歩
き
熊
野
を
目
指
す
中
辺
路
と
は
違
っ

た
魅
力
が
あ
り
、
き
っ
と
熊
野
古
道
歩
き
の
新
た

な
魅
力
を
発
見
で
き
る
は
ず
で
す
。

日高エリアの紀伊路は、古の風情が色濃く
残っています。季節や時間で表情が変わるた
め、何度でも歩きたくなります。鳥のさえずり
や風の音に包まれ、昔の人 も々同じ道を歩い
ていたのだと思いを馳せると　　　な熊野古
道歩きができるでしょう。鹿ヶ瀬峠から続く約
500mの石畳は、近世以前に敷かれたままの
姿で、熊野古道で現存する最長の石畳です。
丁寧に敷き詰められた石の連なりからは、先
人の多大な労力と歴史の重みが伝わります。

日高町は全国一の黒竹
の生産地。独特の艶の
ある趣から室内や家具の
装飾材、垣根、庭の植
え込み、芸術作品などに
活用される。

「安珍清姫伝説」で知ら
れる県最古の寺。千手
観音菩薩（本尊）、日光
菩薩、月光菩薩の国宝
3 点を収める。

❺ 千
せんり

里の浜

日高郡みなべ町山内

熊野古道・紀伊路で唯
一海岸線を歩ける砂浜。
弓状で 1.3km 続き、本
州有数のウミガメの産卵
地としても知られる。

❸ 塩
しおや

屋王子神社
（塩屋王子）

御坊市塩屋町北塩屋 114

「熊野九十九王子」の一
つ。天照大神の御神像
が祀られており、別名「美
人王子」とも呼ばれる。

❻ 紀州梅干館

日高郡みなべ町山内 1339

梅干し・梅酒作り体験な
どができる。直売店では
梅関連食品を数多く販売
し、梅干しの食べ比べが
できる試食コーナーも充
実している。

職人技で黒竹を
最高品質の逸品へと

仕上げます

黒竹を使った

民芸品づくり体験も

熊野古道紹介ページ

熊野古道〜紀伊路〜 【第3弾 日高エリア】

日高エリア

日高エリア

お土産品の
購入ができます


